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	日本糖尿病療養指導士の資格をもつ看護師が組織で活躍するために糖尿病看護認定看護師が行う取り組みと課題

	1岡崎市民病院看護局、2岡崎市民病院内分泌・糖尿病内科
吉田 照美1、三浦 恵子１、渡邉 峰守2
 


	【目的】
日本糖尿病療養指導士（以下CDE）は糖尿病治療にもっとも大切な自己管理を患者に指導する医療スタッフである。当院にはCDEの資格をもつ看護師が17名在籍しており、月に2～3日の活動時間を与えられている。CDEが組織で活躍するために糖尿病看護認定看護師（以下認定看護師）が行う取り組みと課題を検討する。記入見本

【方法】
CDEが組織における役割モデルとして活躍できるように、認定看護師は年度初めに活動目標と計画をCDEとともに立案し、心理的安全性に配慮しながら以下の活動をCDEと行っている。①糖尿病看護の質向上にむけた症例検討やコーチングロールプレイをCDE会議で実施②カンファレンス、ラウンドの参加、③糖尿病関連の医療安全に関する検討、④院内外の糖尿病教室や啓発イベントへの参加等。
【結果】
①では自分たちが経験した症例を持ち寄り、病態アセスメントから看護支援について、理論を用いて振り返ることで看護の質向上につなげた。会議では活発な意見交換がされるようになった。②多職種カンファレンスやラウンドに参加することで、広い視点による患者理解や治療目標の共有が可能となった。③糖尿病関連のインシデント発生時には、CDE会議で共有し病棟ラウンドにも同行している。インスリン注射実施時に、患者認証と製剤認証が可能なシステムを導入したが、導入後3年が経過すると正しく活用せずに、インシデントが発生した。そのためCDEが主体的にシステムのマニュアル動画を作成し、病院全体に周知した。④啓発イベントでは多職種と活動することで、知識や技術のスキルアップのみならずコミュニケーションが円滑となり、気軽に相談ができる関係性が構築された。 以上のような活動のベースにおいて、認定看護師は心理的安
全性を構築することが最も重要であり、さらにCDEの自己効力感を高める支援を行っている・・ 
【結語】
認定看護師はCDEが組織の中で役割モデルとして活躍できるように取り組んでいる。活動を継続させるために、活動時間の確保や効率的な会議の運営について検討が必要である。








	
	【演題名】　＜50字以内＞
・フォントは「MSゴジック」、「9ポイント」


	【所属、氏名】
・フォントは「MSゴジック」、「9ポイント」
・所属、氏名の順で記載してください。
・氏名は5文字幅で記載してください。
・共同演者がいる場合はそれぞれの所属先に番号をつけてください。

	【本文】　＜800字以内＞
・フォントは「MS明朝」、「9ポイント」
・「目的」「方法」「結果」「結論」を用いて記載してください。
・本フォーマットを用いてご応募ください。
・抄録提出期日は2026年8月28日（金）です。




































